
 

 

 

 Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ，Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ，Ｈｅａｇｏｎａｌのための逆極点表示 

 ＩｎｖｅｒｓｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

 Ver1.37A 

 

 Tetragonal,Orthorombuc,Hexagonal,,Monoclinicの LaboTex,TexTools 逆極点データに対し 

 方位(Direction)、面(Plane)計算すると、LaboTex,TexTools の逆極点データは一致します。 

 popLAでは、Hexagonalは一致する。 

 等高線描画上では極の位置が鮮明になり、手動で正確に確認出来ます。 

 この結果は、InverseDirectionソフトウエアでも確認出来ます。 

   

   

  GPInverseDisplay、InverseCubicDisplay、InverseDirectionソフトウエアで 

  強力な逆極点解析ツールが揃いました。 

   

 

   ２０２３年０１月２３日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

    

 

 

 

 



2016/11/10 Hexagonal バグ修正 

2019/02/14 等高線見直し 

2019/06/20 Ver1.25 カウスクリック位置に＋マークと方位計算 

          方位の手入力 

2020/08/23 Ver1.26 Orthorhombicの[100]を Topから Rightに変更 

2020/08/24 Ver1.28 Orthorhombic,Hexagonal 複数角度方位入力のサポート 

2020/10/31 Ver1.30 Orthorhombic [100]-topで密度が追随していない 

     Tetragonalに対応 

2022/12/16 Ver1.33 Max<1.0の場合 syep=0.01に変更、EDITStep0.001 に対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

２．ＩｎｖｅｒｓｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙソフトウエアの使い方 

２．１ データフォーマット 

  ２．２ 材料の選択 

２．３ 方位計算の最大指数の指定（３指数） 

２．４ 指数計算のＤｉｒｅｃｔｉｏｎ＜－＞Ｐｌａｎｅ変更 

 ３．Ｈｅｘａｇｏｎａｌの場合 

  ３．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

３．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

３．３ ｐｏｐＬＡ 

 ４．Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌの場合 

  ４．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

  ４．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 ５．Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃの場合 

  ５．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

５．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 ６．Ｍｏｎｏｃｌｉｎｉｃの場合 

  ６．１ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 ７．複数角度入力のサポート（ＣｕｂｉｃはＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ） 

  ７．１ Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  ７．２ Ｈｅｘａｇｏｎａｌ 

 ８．ＢＣＣＳｃｈｍｉｄ因子表示時、回転角度と指数を表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．概要 

 逆極点図は、ＣｕｂｉｃとＣｕｂｉｃ以外では表示法が異なる。 

   逆極点図は方位(Direction)の分布図であり、Ｃｕｂｉｃでは方位と面(Plane)が一致するが、 

   Ｃｕｂｉｃ以外では、方位と面は一致しない。 

   更に、表示する（β、φ）範囲が異なり、同一ソフトウエアでは実現しにくい為、Ｃｕｂｉｃ以外を 

   本ソフトウエアに纏めてみました。 

   表示する（β、φ）の範囲は以下 

 Ｃｕｂｉｃ   （４５，５４） 

 Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ  （０，０）－＞（４５，９０） 

 Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ （０，０）－＞（９０，９０） 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌ  （３０、０）―＞（６０，９０） 

 

 説明の都合上、ＬａｂｏＴｅｘで極点図を作成し、極点図をＥｘｐｏｒｔし、 

 ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ｐｏｐＬＡ，ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでＯＤＦ解析をを行い 

 ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙソフトウエアで本ホフトウエアの入力データを作成し 

 比較を行いながら、使用方法を説明します。 

 

 

  

 

 



 注意：ＳｔａｎｄｒａｄＯＤＦはＣｕｂｉｃのみ 

    材料選択に、MaterialData ソフトウエアか、MaterialDataManualソフトウエアが必要 

２．ＩｎｖｅｒｓｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙの使い方 

C:¥CTR¥bin¥InverseContourDisplay.jarファイルのダブルクリック 

 

ODFPOleFigure2->ToolKit->InverseTools->InverseCountourDisplay 

 

 

 

 

 

 



 

 

 データの入力 

  

２．１データフォーマット 

  

   

 

 上記フォーマットデータを作成するか、 

ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙソフトウエアで上記フォーマットに変換して 

ご使用になれます。 

  

 



 

 

 

２．２材料の選択 

 本ソフトウエアは、Tetragona,Orthorhombic,Hexagonal 用です。 

  

２．３方位計算の最大指数の指定（３指数） 

 Hexagonalでは３指数で計算し、４指数変換を行っているので、最大指数を超える事もあります。 



  

２．４指数計算のＤｉｒｅｃｔｉｏｎ＜－＞Ｐｌａｎｅ変更 

 Directionで計算 

  

 Planeで計算 



  

 

 

 

 

３．Ｈｅｘａｇｏｎａｌの場合 

   ３．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

LaboTex で計算した逆極点 Ti-Inverse.TPFの ND方向を選択し、InverseDataで 

 InverseCountourDisplay向けデータを作成 

  

 方位計算する最大指数を６としてDirection計算 



  

 Planeで計算 

  Directionは[hkl]、Planeは(hkl)で表示 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌの場合、[0001]－[10-10]のβ角度は３０度です。 

  ３．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 TexTools で計算した逆極点 ND.HIPFを選択し、InverseData で 

 InverseCountourDisplay向けデータを作成 

  

 方位計算する最大指数を６としてDirection計算 



  

  

 

  ３．３ ｐｏｐＬＡ（ＷＩＭＶ） 

popLAで計算した逆極点 Ti.WiPのND方向を選択し、InverseDataで 

 InverseCountourDisplay向けデータを作成 

  

 方位計算する最大指数を６としてDirection計算 



  

 Plane計算 

   

４．Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ 

４．１ Ｌａｂｏｔｅｘ 

 LaboTex で計算した逆極点 101-11-1-Inverse.TPFの ND方向を選択し、InverseData で 

 InverseCountourDisplay向けデータを作成 

  



 方位計算する最大指数を９としてDirection計算 

  

 Planeでは 

   

 

４．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 TexTools で計算した逆極点 ND.HIPFを選択し、InverseData で 

 InverseCountourDisplay向けデータを作成 

  

 方位計算する最大指数を９としてDirection計算 



  

 Planeでは 

   

 

５． Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ 

５．１ Ｌａｂｏｔｅｘ 

 Labotexで計算した逆極点 101-11-1-Inverse.TPFのND方向を選択し、InverseDataで 

 InverseCountourDisplay向けデータを作成 

  

 方位計算する最大指数を９としてDirection計算 



  

 Planeでは 

   

 

５．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 TexToolsで計算した逆極点 ND.HIPFを選択し、InverseDataで 

 InverseCountourDisplay向けデータを作成（ミラー指数を LaboTexモードで解析が行われている） 

     

 方位計算する最大指数を９としてDirection計算 



  

 Planeでは  

Orthorombic 材料を TexTools で解析する場合、格子定数やミラー指数を ICDDか LaboTex なのか 

解析を行った、TexToolsの入力ファイルミラー指数で判断してください。 

間違うと、Directionと Planeが逆転します。 

６．Ｍｏｎｏｃｌｉｎｉｃの場合 

６．１ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 TexTools で計算した逆極点 ND.HIPFを選択し、InverseData で 

 InverseCountourDisplay向けデータを作成 

 



 

    

 

  

中心座標は計算するミラー指数の最大値に左右されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．複数角度入力のサポート（ＣｕｂｉｃはＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ） 

 ７．１ Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  予め、Ｅｘｃｅｌで角度データを作成、区切り文字はＴａｂ 

  （Cubicデータを使用） 

 角度データ読み込み 



  

  

７．２ Ｈｅｘａｇｏｎａｌ 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌを選択 

 データ作成 



  

 データ読み込み 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 



８．ＢＣＣＳｃｈｍｉｄ因子表示時、回転角度と指数を表示 

 

 


